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礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（４月２３日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します
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　4月になり、新入学、新級の季節になり、嬉しい
ことがありました。
不登校で悩んでいたラボの教え子が、大学に入学
したのです。中３の時に転勤で岡山に来てから、4
年間をラボ活動を通して見守ってきました。特に
お母さんの悩みは深く、悩みを聞く中で、イエス
様をお伝えしたこともありました。しかし、信じ
るまでに至らず、どちらかというと拒絶的でした。
その後も状況は、変わることなく、私は、母子の
ために、ただ祈るだけでした。その子は、通信教
育で高校を卒業し、東京にある青山学院大学に受
かりました。本命の大学は落ちて、この大学になっ
たのです。調べてみると、はからずも、ジョン・
ウエスレーというメソジスト派の伝道者が設立し
た大学でした。本人は、自分が行きたい学部でこ
の学校を選んだらしく、キリスト教系の大学であ
ることは意識していなかったようです。
　教育方針は、「キリスト教信仰にもとづく教育を
めざし、神の前に真実に生き、真理を謙虚に追求
し、・・・」とあり、理念は、「神と人とに仕え社
会に貢献する『地の塩、世の光』としての教育研
究共同体である。・・」で、とても嬉しくなりました。
そのような大学の話をするうち、「聖書も読んでみ
たい。」と言っていました。主をほめたたえます。
　岡山の地から、見守り、さらに、とりなし祈り
たいと思います。
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※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
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「夕があり朝があった！！」
～能動と受動　メタノイヤの道５～　　　　　　　　　　　　　ヨブ記４２：１－６

ふるさとミーティング

誕生者のお祝い

　　　能動的と受動的
　能動的というのは自ら進んで行動をする姿です。受動的という
のは相手や第三者、環境や状況によってそれを受け取るという姿
で、自分は何もしない、止まっている状態です。棚からぼた餅の
状態です。しかし、能動的状態というのは棚にあるぼた餅を探し
て取りに行き、棚にぼた餅がないならば自分でぼた餅を作るとい
う状態です。
　　　悪魔は日夜働いている…
　悪魔はアダムとエバを誘惑しました。人間が道を外しさえすれ
ば神様は正義のお方なので罰として滅ぼさざるを得ないとわかっ
ていたからです。ところが、キリストが十字架にかかり、自ら犠
牲を背負い救いの道を開かれました。「そこまで人間を愛するの
か！！」と悪魔にとっては最大の痛みです。ですから、十字架の
奇跡がなされた今でもその奇跡を何とか無効にするために彼らは
働いているわけです。
　地を行き巡り、歩き回って来た悪魔は神様にヨブを告発します。
Ⅰペテロ 5：8 にも「…あなたがたの敵である悪魔が、ほえたける
獅子のように、食い尽くすべきものを捜し求めながら、歩き回っ
ています。」と書かれていますが、悪魔は何を捜しているのでしょ
うか？人の罪は「言葉」に現われます。悪魔によって私たちの心
の中に撒かれた種が処理されないまま残っていて、いざという時
に言葉となって出てくるのです。心の中にふつふつと煮えている
種はないでしょうか？特に指摘されたり、忠告されたり、注意さ
れたり、閉ざされたり…非常に葛藤をもたらす種です。その葛藤
の種は自分の中でおさめておくことができません。だから人は人
に話すのです。話さないとおさまらないのです。この「話す」と
いう行動。これを悪魔は捜しているのです。人は本来神様に話す
ように造られました。ところが、神様に伝えて解決する前にまず
人に話してしまうので神様が働く余地がありません。それを繰り
返すことを悪魔は喜んでいます。それが彼らのエサだからです。
　　　暗夜の中で…
　第一の試練：家畜、子ども達を失う（ﾖﾌﾞ1:20-22）…一度に３
つの事件が起こりました。けれど、ヨブは罪を犯さず神に愚痴を
こぼしませんでした。第二の試練：腫れ物、妻の言葉（ﾖﾌﾞ
1:20-22、2:9-10）…第一の試練で揺るがなかったヨブも自分の体・
命に何か起これば神様を否定すると悪魔は更に告発していきます。
けれど、ヨブは罪を犯すようなことを口にすることはありません
でした。このような瞬発的な出来事にはヨブは強かったのです。
瞬発的な出来事というのはどちらかというと女性にとっては危険
で、ヨブの妻のような言葉を発してしまいやすいのです。第三の
試練：継続的試み　ヨブの暗夜 (ﾖﾌﾞ42:1-6) …この継続的試練とい
うのは男性にとって危険なのです。男性にはプライドというもの
があるので継続的に否定されるとだんだんと開き直っていきます。
ヨブは三人の友が来て色々と言ってきた時、７日間は黙って耐え
ていました。けれど、ついにヨブも堪忍袋の緒が切れて話し始め
てしまったのです。「私の生まれた日は滅びうせよ。…」（ﾖﾌﾞ3:3）
それまで頑張ってきていたのですがとうとう逆ギレです。けれど、
ここからヨブの暗夜が始まるのです。これが良かったのです。
神様は創世の時代に初めに夜を造りました。「…夕があり、朝があっ
た。第一日。」（創 1:5）アダムが神様によって能動的に動くために
受動的な安息を備えたのです。この受動的安息というのは、人間
が自ら意思をもって行動するのではなく、神様が人間に与える安
息です。人が事を始める前に神様の前に出てすべてを委ねて渡す
という決断をすると（能動的）神様がその人を支配して力を与え
るのです。（受動的）
ここで大切なことは 100％明け渡すかどうかです。「私の最も恐れ
たものが、私を襲い、私のおびえたものが、私の身にふりかかっ
たからだ。」(ﾖﾌﾞ3:25) ヨブは自分は絶対に間違わないように正し
く生きるんだという強い思いがあったのですが、潜在的に第三者
のことを信じない「自己義」があったのです。ですから、息子達
に対しては信じていなかったのです。これは非常に微妙です。確
かに私たちは人を信じているのではありません。けれど、ヨブは
息子達を信じたかったのですが、神様を信じていなくて恐れてい
たのです。ヨブは「私は裸で母の胎から出てきた。また、裸でか
しこに帰ろう。主は与え、主は取られる。主の御名はほむべきかな。」
（ﾖﾌﾞ1:21）とまで言えるのに、１％の不信頼が強いプライドとなっ
て自己義になっていたのです。この思いは潜在的に人間の中にあ

るのです。過去に何かの出来事や痛みがあったのかもしれません。
この領域だけは神様を信じてしまうと自分のプライドを傷つけて
しまい、自分が負けてしまうのです。ヨブは暗夜になってこの部
分と向き合ったのです。ですから、私たちも特に受け入れられな
い出来事、明け渡したくない領域に対して神様の前で受け入れて
神様に祈ることを願いましょう。外面的、側面的な部分が解決さ
れてもダメなのです。心の一番深い、私たちの人生に間違った価
値観をもたらした最初の脱線に戻って、そこに触れて解決されな
ければいけないのです。教会に来るのはそのためです。100％を明
け渡さないと神様は私たちの神髄にまで入ることができません。
「見よ。わたしは、戸の外に立ってたたく。…」（黙示 3:20）イエ
ス様はもう私たちの内に入っておられますが、開かずの扉があっ
てそこにイエス様が入っていないのです。ヨブにもあったのです。
私たちの自己義、つまり聞けない心。ここに神様はノックをして
います。
　　はじめに夜がある 目に見えるもの
　　から解放 夜の完全能動から完全受動
　夜というのは神様と向き合う時間なのです。私たちは何でも見
えているつもり、わかっているつもりで生きています。けれども、
私たちは神様の知識は何一つわかっていないのです。人は最終的
に暗闇の中でしか神様を見ていくことはできません。神様が何故
わざわざ昼と夜を造ったかというとこの暗闇の中で私たちが目を
閉じて静まる時間でしか神様に戻れないということです。昼間に
能動的に自分の決意で生きる私たちは、この夜の受動的な神の癒
しがないと神に戻れないわけなのです。
　　　耳からの成長！！　
　私たちクリスチャンが最終的に到達するのは、鼻から息の出る
者に頼らず、且つ私たちの周りにいる倒れそうな人を助けられる
歩みになることです。そこには成長過程があります。神様はいき
なりゼロから 100 になりなさいとは言いません。神様のもとに近
づいていき、キリストの満ち満ちた身丈にまで成長していくので
す。ですから、聖書のみことばを聞くことがとても大切で、礼拝
はその「聞く」ということなのです。「…信仰は聞くことから始まり、
聞くことは、キリストについてのみことばによるのです。」（ﾛｰﾏ
10:17）聞くことは信仰の初歩です。そこから成長していくのです。
　　自己義から解放され友のために
　　赦し仕える
　自己義というのはあり得ません。神様の前で人と自分を比較し
て正しいか正しくないかを見ているからです。でもこれは違いま
す。神様の前で自分が正しいか正しくないかなのです。ヨブは暗
夜の中で神様の前で自分は正しくないということがわかるのです。
ヨブは最後に神様にもう二度と口答えはいたしませんと謝りまし
た。（ﾖﾌﾞ42:6）すると神様はヨブのところに来た三人の友は確か
に神様が語ろうとすることではないことを語り、ヨブを苦しめた
ことはわかっておられたことを語ります。けれど、神様はその悪
かった三人の友をヨブのところに送るから彼らのために祈ってあ
げなさいと言われました。ヨブが友のために祈ると、ヨブは回復
を与えられ、財産も以前よりも更に祝福されました。ヨブは今ま
での自己義の生き方から変わったのです。「私はあなたのうわさを
耳で聞いていました。しかし、今、この目であなたを見ました。」（ﾖ
ﾌﾞ42:5）ヨブは自分の領域でしか信じていなかった神様がどんな
に偉大なのかをこの目で見た！と言ったのです。　
　　　暗闇に入った時…
　逃げないで神様をさがしましょう。神様に向き合う決断は自分
がしなければいけません。暗闇の中で神様は必ず応えます。

ゴスペル
ＳＣＡ大会

キッズワンデー

エステル記に入りました。この書は、他の旧
約各書には見られない幾つかの特色を持って
ます。雅歌と同様に神の名前が一度も出て来
ません。ルツ記と並んで、女性の名前が書名
になっています。モーセの律法にない祭につ
いて述べています。そして新約聖書には引用
されていないなどです。人間の政治的、社会
的、個人的な活動の中に、神が摂理的に働か
れて、神のご計画が必ず実現していくことを、
より明確に示そうとしたためと考えられてい
ます。そのために神の民の祈りとか礼拝のよ
うな宗教的な活動をさえ明記しないで，神を
歴史の背後に秘した記述にしています。聖書
の脈について学びましたが、この時代の後、
沈黙時代となり、救い主の誕生という歴史の
大きな流れの中で読み進めていきたいと思い
ます。
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２９日　佐々木徹心

４月の誕生者
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